
 第 3 回丸太町・権利擁護セミナー特別講演 

人人生生のの最最期期をを考考ええるる  
 

22001144（（平平成成2266））年年33 月月66 日日（（木木））  
午後1時30分～午後3時30分（受付開始 午後1時10分～） 

 

～講師略歴～ 

1958 年生まれ。東京医科大学卒業。 

大阪大学第二内科入局後、市立芦屋病院内科医局長を経て 1995 年に長尾クリニックを開業。 

外来診療から 24 時間体制の在宅医療まで “人を診る”総合医療を目指す。 

日本慢性期医療協会・理事、日本尊厳死協会・副理事長、医学博士。 

ロングセラーとなった『平穏死・10 の条件』をはじめ、『がんの花道』、『医療否定本に 

殺されないための 48 の真実』、『家族が選んだ平穏死』、『抗がん剤・10 のやめどき』、 

『平穏死という親孝行』ほか著書多数。 

個人ブログ「Dr.和の町医者日記」もトップ人気となっている。 

 会場 京都アスニー 
3 階 第 8 研修室 

【アクセス】 

京都市中京区丸太町七本松西入ル 
（市バス「丸太町七本松」または「京都アスニ―前」下車） 

 

TEL：075-222-1777 

 対象 
朱 1・朱 2・朱 6・教業学区にお住まいの方 

高齢者福祉に興味・関心のある方 

 申込 
①E-mail②電話③FAX でお申し込みください。 

≪申込締切：2016 年 3 月 1 日（土）≫ 

定員超過の場合のみ、ご連絡を差し上げますので 

連絡がない場合は、当日会場へお越しください。 

①E-mail：zaitaku_m@rakuwa.or.jp  

②電話：075(801)1384 ③FAX：075(801)1385 

お名前 
（代表者） 

 

年齢      歳 性別   男 ・ 女 

参加人数                             人 

電話番号  

学区 
（事業所名） 

 

 
主催：高齢サポート・朱雀（京都市朱雀地域包括支援センター） 

どうすれば穏やかに自分らしい最期を迎えることができるのか？  

500 人を在宅で看取った町医者に学ぶ、満足いく最期の準備とは？  

講演終了後、エンディングノートのご紹介もさせていただきます。  

 

 講師 長尾 和宏  氏（長尾クリニック・院長）  

 

 定員 先着 200 人 

 

～～自自分分ららししいい最最期期をを迎迎ええるるたためめにに～～  
 


